
日本福祉大学大学院

医療・福祉マネジメント研究科 公開講座

「コロナ禍における終末期ケアと意思決定のゆくえ

－本人と多職種はどのように意思をつなぎ合わせたのか－」

＜後援＞日本福祉大学終末期ケア研究会

 ケアの現場では「対面での人との接触」が制限されたため、さまざまな場面でコミュ

ニケーションの切断が起こり、それらをつなぎ合わせることが困難になりました。

ACP（アドバンスケア・プランニング）が目指す家族・多職種を巻き込みながら、

「対話を繰り返す」営みが、コロナ禍で大幅に制限されてしまったようです。

   本セミナーでは、コロナ禍での意思決定支援に焦点を当て、多職種がどのように本人

の意思をつなぎ合わせていたのか、その工夫と課題について検討したいと思います。

開催日時：11月 13 日(土) 13 時 30 分～15時 45分

開催方法：オンライン開催（Web会議システム Zoom使用）

◆コーディネーター◆

 篠田 道子（日本福祉大学大学院 医療・福祉マネジメント研究科 教授）

◆話題提供者◆

１）病院・訪問看護ステーションの実践から

渡邊 和子さん（常滑市民病院訪問看護ステーションきずな 所長）

原田 博子さん（常滑市民病院看護局副局長兼患者サポートセンター 看護師長）

２）特別養護老人ホームの実践から

松浦 慎介さん（社会福祉法人イエス団特別養護老人ホーム真愛あらたホーム施設長）

３）居宅介護支援事業所の実践から

中野 幸恵さん（京都近衛リハビリテーション病院医療連携室 MSW）

４）イタリア・ボローニャ市のパリアティブケアの実践から

青山 愛さん（ボローニャ在住 イタリア語通訳・翻訳・コーディネート）

【申込方法】

専用フォームからお申し込みください。⇒⇒⇒

⇒https://forms.gle/rKgSgy3ziVJYkroA7

前日までに受講についてのご案内（ZoomURL等）

をメール配信いたします。

  【申込期限】

    11月 11日（木）

   【お問い合わせ先】

日本福祉大学 名古屋事務室（受付時間：平日 10時～19時）

TEL:052-242-3050 E-Mail：gs-event@ml.n-fukushi.ac.jp


